
 

 

令和５年度 学校評価（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

 
① 授業の質と量  
 の確保・向上を
図るとともに、
学校設定教科
「共創・探究」
をハブ（接続拠
点）に情報活用
能力、問題発
見・解決能力、
論理的思考力を
育成し、「主体
的・対話的で深
い学び」を実現
する。 

 
② 知・徳・体の 
 バランスの取れ
た教育の実践を
通じて、豊かな
感性を育み、世
界を変えていけ
るような高い志
を持った生徒を
育てる。 

 

 
① ＳＳＨ事業に係る
これまでの３年間の
取組を振り返り、生
徒の取組や学習成果
を評価する手法の開
発や改善、整理をす
ることで、今後の探
究学習の深化につな
げていく。 

 
 
② 企業や大学等と
の連携や国際交流
を通じて、生徒一
人ひとりの「主体
性」を育成し、将
来を見据えた高い
志を支えていく。 

 

 
① 大学等との連
携により専門職
人材の支援を得
て課題研究の指
導を充実させる
とともに、ルー
ブリック評価
等、有効な評価
手法の開発や改
善を進める。 

 
② 生徒一人ひと
りが外部資源に
積極的にアクセ
スし、自らの考
えを広げ深める
こ と が で き た
か。 

 
① 研究機関や企業と
の連携を拡大させ、
外部人材を活用する
とともに、有効な評
価方法を検討・実施
して生徒の育成状況
を見取ることができ
たか。 

 
② 生徒による授業評
価において「他者の
考えを知ることによ
り、新たな考え方を
知るなど、自らの考
えを広げ深めること
ができた」と回答す
る生徒の割合が 50％
を超えたか。 

２  

生徒指導・

支援 

 

 

 
① 社会の一員と  
 しての規範意識
や公共心を持ち
自覚ある行動が
とれる生徒を育
てる。  

 
② 健やかな身体 
 といのちを尊重
する自己理解及
び他者理解がで
きる生徒を育て
る。  

 
① 道徳教育の充実を
図ることで、日頃か
ら基本的な社会マナ
ーを守る態度を身に
付けさせる。 

 
②・生徒が抱える課題
を早期に発見し、関
係する教員が情報共
有し組織的かつ迅速
に対応する。 
・教科外活動を通
じて、生徒の「主
体性」を育成す
る。 

 

 
① 全校集会やＨ
Ｒなどで、自転
車乗車マナーの
指導を始め、自
分たちが社会の
一員であること
を強く意識させ
るような指導を
工夫していく。 

 
②・ＳＣ・ＳＳＷ
との連携を図り
ながら学校外の
機関との情報共
有を進め、課題
解決を図ってい
く。 
・ 生 徒 の 自 主
的、自律的な活
動をきめ細かく
支援する。 

 

 
① 近隣住民等外部か
らの苦情を減少させ
ることができたか。 

 
②・ケース会議等を踏
まえ、個々の事案に
対する対応方針を迅
速に決定し、保護者
との協力関係を構築
することができた
か。 
・「魅力と特色づ
くりについてのア
ン ケ ー ト 」 結 果
で、充実した教科
外活動ができたと
の回答が 70％を超
えたか。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 
進路指導・

支援 

 
① どんな困難に
も果敢に挑み最
後まで諦めずに
難関国公立大学
等、個々の第一
希望の進路実現
に向けて力を尽
くす生徒を育て
る。 

 
① 進路実現に向か
う生徒一人ひとり
の高い志を保ち、
難関国公立大学へ
の現役合格者 10
名。ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
大学への現役進学
率 25%以上を達成
させる。  

 
① 生徒に対して
継続的な面接指
導を行うととも
に、難関大学特
別 講 座 等 を 開
催、入試に対応
できる力を身に
付けさせる。  

 
① 難関国公立大学へ
の 現 役 合 格 者 10
名。ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ大
学への現役進学率
25%以上の目標が達
成できたか。 

 

４ 
地域等との

協働 

 
① コミュニティ
ースクール（学
校運営協議会）
の充実を図る。 

 
② 防災教育、防
災体制を強化す
る。 

 
③ ＳＳＨの取組
に係る連携を推
進する。 

 
① 目標の達成状況
に関する校内評価
をもとに、学校運
営協議会で協議い
ただき、協議会と
しての具体的な提
言をまとめてい
く。 

 
② 防災訓練のあり
方や日頃の地域へ
の関わりかたを再
検討し、より効果
的な地域連携を実
現させる。 

 
③ 企業や研究機関
との連携を広げ、
ＳＳＨ事業のさら
なる深化 に繋げ
る。 

 
① 年度途中に目
標の達成状況を
確認し、スケジ
ュール感をもっ
たマネジメント
を図る。 
  

② 地域と協働し
た防災訓練の実
施、生徒会組織
を活用した地域
への働きかけを
強化する。 

 
③ 連携可能な企
業や研究機関等
の 開 拓 に つ い
て、平塚市域を
中心にさらに進
めていく。 

 
① 今年度の目標達成
状況を踏まえ、令和
６年度からの新たな
４年間の目標設定に
向けた見通しを立て
ることができたか。 

 
② 生徒会組織による
地域ボランティア等
が実施できたか。訓
練の結果、諸課題を
地域の方と共有でき
たか。 

 
③ 新たな連携先を開
拓するとともに、連
携の継続性を確かな
ものとすることがで
きたか。  

５ 
学校管理 
学校運営 

 
① 安全・安心な 
教育環境を整備
する。 

 
② 事故・不祥事 
の防止に努め信
頼される学校づ
くりに邁進す
る。 

 
③ 教員のワーク 
ライフバランス
を推進する。 

 
① 北館トイレ工事
をはじめ校内環境
の整備を進める。 
 

② ハラスメントに
係る事故等、不祥
事案件を 1 件も発
生させない。 

 
③ 時間外労働を 
 始めとした職場 
 環境の課題を職 
 員間で共有し、 
 健康増進に係る 
 意識の向上を図 
 る。 

 
① 衛生委員会  
 と連携し、教 
 育環境につい 
 て定期的に課 
 題の改善状況 
 を検証する。 
 
② 教職員が主 
 体となった事 
 故防止研修を 
 企画する。 
 
③ 残業時間の抑
制について研修
の機会を設け、
職員の意識改革
を図る。 

 
① 教育環境の改善状  
 況を「見える化」す 
 ることで職員の意識 
 向上を図ることがで 
 きたか。 
 
② アンケートの結果
から、職員の不祥事
防止に関する意識を
確認する。 

 
③ 時間外労働時間の
定期的な確認と産業
医の面接指導を適切
に設定し、残業時間
の抑制を実現できた
か。 

 


